
●
は
じ
め
に

「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題
」
が
何
を
指
す
の
か

は
時
の
流
れ
と
と
も
に
変
化
し
て
き
た
。
記
憶
に

ま
だ
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
一
九
七
八
年
の
社
会
主

義
「
革
命
」、
一
九
七
九
年
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦

（
以
下
、
ソ
連
ま
た
は
ソ
）
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

軍
事
侵
攻
と
そ
れ
に
伴
う
戦
乱
の
日
々
、
一
九
九

四
年
の
タ
ー
リ
バ
ー
ン
（Taliban
＝
神
学
生
た

ち
）
軍
団
の
出
現
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
二
○
○

一
年
九
月
の
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
に
起
因
す
る
同

年
一
一
月
の
タ
ー
リ
バ
ー
ン
政
権
崩
壊
、
そ
の
後

の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
努
力
、
そ
し
て
特
に
二

○
○
六
年
に
入
っ
て
か
ら
の
タ
ー
リ
バ
ー
ン
の
急

速
な
再
浮
上
、
そ
れ
に
対
応
し
て
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

（
北
大
西
洋
条
約
機
構
）
軍
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

展
開
と
い
う
よ
う
に
、「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題
」

は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
転
し
て
き
た
。
そ
れ
は
基
本

的
に
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
が
自
国
よ
り
国
力
の

あ
る
他
の
国
々
の
国
益
に
翻
弄
さ
れ
て
き
た
か
ら

に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
二
○
○
七
年
現
在
の

同
国
隣
接
六
カ
国
の
う
ち
、「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

問
題
」
に
最
も
深
く
関
わ
っ
て
き
た
の
は
パ
キ
ス

タ
ン
で
あ
る
。
本
稿
で
は
先
ず
一
九
七
八
年
以
降

の
両
国
関
係
史
の
大
筋
を
見
る
。
次
に
歴
史
が
作

り
成
し
て
き
た
両
国
の
葛
藤
の
根
源
を
見
た
上
で
、

パ
キ
ス
タ
ン
の
直
面
す
る
ジ
レ
ン
マ
を
扱
う
。

●
一
九
七
八
〜
二
○
○
一
年
の
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
情
勢
と
パ
キ
ス
タ
ン

一
九
七
八
年
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
部
族
対
立

も
絡
ん
だ
社
会
主
義
「
革
命
」
な
る
政
変
が
発
生

し
た
。「
革
命
」
政
権
の
国
政
運
営
の
混
乱
と
ソ

連
離
れ
が
目
立
ち
始
め
る
と
、
一
九
七
九
年
一
二

月
、
ソ
連
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
軍
事
侵
攻
し
て

親
ソ
派
政
権
を
擁
立
し
た
。
一
九
七
九
年
二
月
に

は
イ
ラ
ン
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
が
完
結
す

る
な
ど
、
中
東
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン
に
か
け
て
の
地

域
で
イ
ス
ラ
ー
ム
旋
風
が
吹
き
荒
れ
、
ア
メ
リ
カ

の
覇
権
は
失
墜
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
米
ソ
冷

戦
下
の
ソ
連
に
と
っ
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
軍
事
侵

攻
の
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
内
外
で
伸
張
し
始
め
て
い
た
イ
ス
ラ
ー
ム

主
義
（Islam

ism

、
い
わ
ゆ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
原
理

主
義
＝Islam

ic fundam
entalism

）
急
進
派
の
中

央
ア
ジ
ア
流
入
阻
止
の
た
め
に
も
、
ソ
連
に
と
っ

て
は
不
可
避
の
派
兵
で
あ
っ
た
ろ
う
。

ソ
連
軍
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
は
国
際
社
会

を
驚
愕
さ
せ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
パ
キ
ス
タ
ン
軍
を

取
り
込
ん
で
ソ
連
軍
と
対
峙
し
た
。
こ
の
争
い
の

一
方
の
陣
営
は
ソ
連
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
連

合
軍
で
、
他
方
の
陣
営
は
自
・
他
称
「
ム
ジ
ャ
ー

ヒ
デ
ィ
ー
ン
」（m

ujahideen

＝
聖
戦
士
た
ち
）

で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
イ
ラ
ン
及
び
パ
キ
ス
タ
ン
を

聖
域
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
反
社
会
主
義
ア
フ
ガ

ン
・
ゲ
リ
ラ
勢
力
で
、
ア
メ
リ
カ
、
パ
キ
ス
タ
ン

な
ど
に
支
援
さ
れ
て
い
た
。
ソ
連
軍
は
そ
の
後
九

年
二
カ
月
に
及
ん
だ
戦
争
に
敗
れ
、
一
九
八
九
年

二
月
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
完
全
に
撤
退
し
た
。

ソ
連
軍
撤
退
後
、
パ
キ
ス
タ
ン
は
軍
事
戦
略
面

か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
自
ら
の
政
治
的
影
響
下

に
置
く
こ
と
を
画
策
し
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
の
国
土

は
イ
ン
ド
か
ら
見
て
「
戦
略
的
縦
深
性
」(strate-

gic depth)

、
即
ち
戦
略
的
奥
行
き
が
浅
い
。
こ
れ

を
懸
念
し
た
パ
キ
ス
タ
ン
軍
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
を
自
ら
の
戦
略
的
後
背
地
に
せ
ん
も
の
と
画
策

し
た
。
こ
れ
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
対
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
関
係
の
底
流
に
は
、
イ
ン
ド
に
対
す
る
パ
キ

ス
タ
ン
の
サ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
願
望
と
戦
略
が
厳
存

す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
方
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
国
内
で
は
、
ソ
連
軍
撤
退
三
年
後
の
一
九
九
二

年
四
月
に
首
都
カ
ー
ブ
ル
（K

abul

）
に
入
城
し

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
パ
キ
ス
タ
ン
葛
藤
の
根
源

特集／ターリバーン敗走から6年目のアフガニスタン

深
町
宏
樹

アジ研ワールド・トレンド No.139（2007．4）─ 12



た
ム
ジ
ャ
ー
ヒ
デ
ィ
ー
ン
諸
勢
力
が
パ
キ
ス
タ
ン

の
協
力
・
仲
介
に
よ
っ
て
新
政
権
を
樹
立
し
た
。

し
か
し
、
権
力
闘
争
の
激
化
は
一
九
九
四
年
一
月

に
は
ラ
ッ
バ
ー
ニ
ー
大
統
領
一
派
と
ヘ
ク
マ
テ
ィ

ヤ
ー
ル
首
相
一
派
の
内
戦
を
引
き
起
こ
し
た
。
こ

の
状
況
に
対
応
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
は
同
年
内
に
同

首
相
を
見
限
っ
て
タ
ー
リ
バ
ー
ン
に
鞍
替
え
し
た
。

そ
れ
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
持
続
的
親
パ
キ
ス
タ

ン
政
権
を
確
立
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

「
タ
ー
リ
バ
ー
ン
」
は
一
九
九
四
年
三
月
頃
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
南
部
で
結
成
さ
れ
た
。
彼
ら
は
、

元
反
ソ
・
ゲ
リ
ラ
た
ち
の
内
戦
に
よ
る
国
土
の
疲

弊
と
人
心
荒
廃
に
対
す
る
世
直
し
の
た
め
に
登
場

し
た
。
一
方
パ
キ
ス
タ
ン
は
ア
メ
リ
カ
と
連
携
し

て
タ
ー
リ
バ
ー
ン
を
強
力
な
軍
事
勢
力
に
変
貌
さ

せ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
は
資
金
援
助
な
ど
の
面
で

サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
も
参
画
し
て
い
た
。
パ
キ
ス

タ
ン
の
タ
ー
リ
バ
ー
ン
支
援
策
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム

革
命
後
の
イ
ラ
ン
を
封
じ
込
め
よ
う
と
す
る
ア
メ

リ
カ
の
タ
ー
リ
バ
ー
ン
政
策
と
も
軌
を
一
に
し
て

い
た
。
ス
ン
ナ
派
（Sunni

）
で
あ
る
タ
ー
リ
バ

ー
ン
は
シ
ー
ア
派
（Shiah

）
の
本
拠
地
イ
ラ
ン

と
対
立
関
係
に
あ
っ
た
。
強
力
な
支
援
を
受
け
た

タ
ー
リ
バ
ー
ン
は
ま
た
た
く
間
に
元
ム
ジ
ャ
ー
ヒ

デ
ィ
ー
ン
を
打
倒
し
て
一
九
九
六
年
九
月
に
首
都

カ
ー
ブ
ル
を
制
圧
し
、「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ

ス
ラ
ー
ム
首
長
国
」（Islam

ic E
m

irate of A
fghani-

stan

）
の
樹
立
を
宣
言
し
た
。

二
○
○
一
年
九
月
一
一
日
の
同
時
多
発
テ
ロ
事

件
は
世
界
を
変
え
た
。
ア
メ
リ
カ
は
事
件
の
「
最

重
要
容
疑
者
」
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ン

（U
sam

a bin Ladin

）
を
か
く
ま
う
タ
ー
リ
バ
ー

ン
政
権
を
軍
事
攻
撃
に
よ
っ
て
粉
砕
す
る
方
針
を

表
明
し
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
は
政
策
転
換
を
迫
ら
れ
、

タ
ー
リ
バ
ー
ン
政
権
と
の
外
交
関
係
を
同
年
一
一

月
に
断
絶
し
た
。
ア
メ
リ
カ
も
パ
キ
ス
タ
ン
も
、

自
ら
が
育
成
し
た
タ
ー
リ
バ
ー
ン
を
切
り
捨
て
た

の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
事
態
は
急
転
直
下
、
一
一

月
下
旬
の
タ
ー
リ
バ
ー
ン
政
権
崩
壊
、
一
二
月
の

暫
定
政
権
樹
立
、
二
○
○
二
年
一
月
の
「
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
復
興
支
援
会
議
」
設
立
に
至
っ
た
。
こ

う
し
て
問
題
の
焦
点
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
国
土

復
興
に
移
っ
た
。
し
か
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に

は
そ
れ
と
と
も
に
、「
領
土
」
お
よ
び
「
国
民
」

の
面
で
隣
国
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
間
に
極
め
て
厳
し

い
葛
藤
が
厳
存
し
て
い
る
。

●
葛
藤
の
根
源
、
越
境
テ
ロ
舌
戦
、
タ

ー
リ
バ
ー
ン
再
浮
上

現
在
及
び
未
来
を
見
る
た
め
に
は
過
去
を
見
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
先
ず
一
九
〜

二
○
世
紀
に
遡
る
。
現
在
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
」

お
よ
び
「
パ
キ
ス
タ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
地
域
は
一

九
〜
二
○
世
紀
に
は
ロ
シ
ア
帝
国
な
い
し
ソ
連

（
一
九
二
二
〜
一
九
九
一
年
）
と
大
英
帝
国
領
イ

ン
ド
帝
国
（
一
八
七
七
〜
一
九
四
七
年
。
以
下
、

英
領
イ
ン
ド
）
の
覇
権
争
い
に
撹
乱
さ
れ
続
け
た
。

第
二
次
イ
ギ
リ
ス
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
終
結

二
年
後
の
一
八
九
三
年
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
英

領
イ
ン
ド
の
間
で
「
デ
ュ
ア
ラ
ン
ド
線
」(D

u-

rand Line) 

と
い
う
境
界
線
が
引
か
れ
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
は
そ
の
境
界
線
の
東
〜
東
南
部
を
英
領

イ
ン
ド
に
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
合
意
か
ら
五
四
年
後
の
一
九
四
七
年
、
パ

キ
ス
タ
ン
建
国
・
独
立
で
デ
ュ
ア
ラ
ン
ド
線
は
パ

キ
ス
タ
ン
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
の
国
境
線
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
ど
の
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
政
府
も
こ
の
境
界
線
を
「
国
境
」
と
承
認
し

た
こ
と
は
な
く
、
国
境
問
題
が
両
国
間
の
最
も
決

定
的
な
争
点
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
国
境
問
題
は

ま
た
、
両
国
間
の
民
族
問
題
と
不
可
分
の
関
係
に

あ
る
。
デ
ュ
ア
ラ
ン
ド
線
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
最

大
の
支
配
的
民
族
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
人
を
両
国
に

分
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
歴
代
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
政
府
は
パ
キ
ス
タ
ン
独
立
以
前
か
ら
「
パ
シ
ュ

ト
ゥ
ー
ニ
ス
タ
ー
ン
」（Pashtunistan

＝
「
パ
シ

ュ
ト
ゥ
ー
ン
地
域
な
い
し
国
」）
の
失
地
回
復
を

目
指
し
て
き
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
独
立
後
も
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ニ
ス
タ
ー
ン
要
求
は

基
本
的
に
は
「
パ
キ
ス
タ
ン
側
の
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー

ニ
ス
タ
ー
ン
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
併
合
す
る
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
パ
キ
ス
タ
ン
国
民

と
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
側
に
住
む
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン

人
の
主
張
す
る
「
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ニ
ス
タ
ー
ン
」

の
場
合
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
の
合
併
、
あ
る
い

は
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
の
独
立
、
あ
る
い
は
単
な
る

自
治
権
拡
大
と
い
う
よ
う
に
変
異
の
幅
が
大
き
い
。

な
お
、
パ
キ
ス
タ
ン
領
土
内
の
「
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー

ニ
ス
タ
ー
ン
」
地
域
は
通
常
は
以
下
の
三
地
域
を

指
す
。
即
ち
、
①
北
西
辺
境
州
（N

orth-W
est 

Frontier Province

＝
Ｎ
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）、
②
同
州
と
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
挟
ま
れ
た
連
邦
政
府
直
轄
部
族

地
域
（Federally A

dm
inistered Tribal A

reas

＝
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Ｆ
Ａ
Ｔ
Ａ
）、
③
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
（B

aloch-

istan

：B
aluchistan

と
も
）
州
。
ま
た
、
パ
シ

ュ
ト
ゥ
ー
ン
民
族
の
人
口
は
二
○
○
五
年
現
在
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
側
で
全
人
口
約
三
○
○
○
万
人
の

四
二
〜
四
三
％
、
パ
キ
ス
タ
ン
側
で
約
二
八
○
○

万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（W

ikipedia

、
二
○
○

七
年
一
月
二
○
日
）。
彼
ら
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

最
大
の
民
族
で
総
人
口
の
推
定
四
二
〜
四
三
％
を

占
め
る
が
、
パ
キ
ス
タ
ン
側
で
は
総
人
口
の
推
定

一
八
％
を
占
め
る
比
較
的
少
数
派
の
民
族
で
あ
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
失
地
回
復
要
求
に
対
し
て
、

英
領
イ
ン
ド
の
継
承
国
の
一
つ
（
他
の
継
承
国
は

イ
ン
ド
）
を
自
認
す
る
パ
キ
ス
タ
ン
国
の
政
府
は

「
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ニ
ス
タ
ー
ン
」
地
域
は
あ
く
ま

で
自
国
領
で
あ
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
の
妥
協

の
余
地
は
な
い
と
対
話
を
拒
否
し
て
き
た
。
も
し

万
が
一
、「
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ニ
ス
タ
ー
ン
」
構
想

が
実
現
す
れ
ば
、
そ
れ
は
間
違
い
な
く
パ
キ
ス
タ

ン
国
家
の
存
立
に
と
っ
て
危
機
的
状
況
を
惹
起
す

る
。
ま
た
、
パ
キ
ス
タ
ン
国
民
と
し
て
の
パ
シ
ュ

ト
ゥ
ー
ン
人
た
ち
の
「
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ニ
ス
タ
ー

ン
」
要
求
が
「
Ｎ
Ｗ
Ｆ
Ｐ
の
『
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ニ

ス
タ
ー
ン
州
』
へ
の
州
名
変
更
と
自
治
権
拡
大
」

と
い
う
要
求
の
場
合
は
パ
キ
ス
タ
ン
国
内
政
治
の

争
点
に
留
ま
る
と
見
な
す
向
き
も
あ
る
が
、
こ
の

問
題
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
の
関
係
に
お
い
て
非

常
に
微
妙
な
問
題
で
あ
る
だ
け
に
、
パ
キ
ス
タ
ン

政
府
は
妥
協
す
る
姿
勢
を
見
せ
た
こ
と
は
な
い
。

上
述
の
国
境
問
題
と
も
絡
み
合
っ
て
両
国
間
の

「
越
境
テ
ロ
リ
ズ
ム
」
が
特
に
二
○
○
六
年
二
月

頃
か
ら
大
き
な
問
題
に
な
り
、
非
難
合
戦
が
激
し

く
な
っ
た
。
そ
れ
が
同
年
三
月
の
ブ
ッ
シ
ュ
米
大

統
領
の
南
西
ア
ジ
ア
諸
国
歴
訪
直
前
か
ら
の
こ
と

だ
っ
た
の
は
、
両
国
が
互
い
の
テ
ロ
対
策
不
足
を

非
難
し
て
自
ら
の
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
へ
の
協
力

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
。「
越
境

テ
ロ
リ
ズ
ム
」
が
特
に
問
題
に
な
る
地
域
は
、
先

述
の
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ａ
お
よ
び
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
南
部
で

あ
る
。
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ａ
は
パ
キ
ス
タ
ン
連
邦
政
府
「
直

轄
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
現
実
に

は
七
自
治
区
（A

gency

）
か
ら
成
り
、
パ
キ
ス
タ

ン
連
邦
政
府
の
権
限
は
殆
ど
及
ば
な
い
。
こ
れ
ら

七
自
治
区
は
海
抜
二
○
○
○
〜
四
○
○
○
メ
ー
ト

ル
の
約
二
万
七
○
○
○
平
方
キ
ロ
か
ら
成
り
、
人

口
は
約
三
七
○
万
人
で
あ
る
（
二
○
○
五
年
パ
キ

ス
タ
ン
政
府
推
定
）。
両
国
の
国
境
線
、
特
に
Ｆ

Ａ
Ｔ
Ａ
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
の
間
の
国
境
線
は

現
実
に
は
地
図
上
の
こ
と
に
留
ま
る
。

Ｆ
Ａ
Ｔ
Ａ
に
お
い
て
従
来
問
題
に
な
っ
て
き
た

の
は
反
米
・
反
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
の
テ
ロ
で
あ
っ

た
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
カ
ル
ザ
イ
大
統
領
政

権
が
成
立
し
た
二
○
○
四
年
一
二
月
か
ら
一
年
ほ

ど
も
過
ぎ
る
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
内
に
お
け
る

反
米
・
反
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
「
テ
ロ
」、
そ

し
て
ま
た
そ
れ
に
絡
ん
だ
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ａ
か
ら
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
へ
の
「
テ
ロ
リ
ス
ト
潜
入
」
が
頻
繁
に

報
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
件
で
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
政
府
は
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
即
ち
、

「
タ
ー
リ
バ
ー
ン
／
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
（A

l-Q
aida

）

残
党
が
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ａ
な
ど
パ
キ
ス
タ
ン
側
を
拠
点
に

し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
権
を
転
覆
さ
せ
る
た
め

に
活
動
し
て
い
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
の
テ
ロ
対

策
は
不
十
分
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
逆
に
パ
キ

ス
タ
ン
軍
・
政
府
が
反
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
テ

ロ
リ
ス
ト
た
ち
を
支
援
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、

タ
ー
リ
バ
ー
ン
は
パ
キ
ス
タ
ン
が
創
設･

育
成
し

た
組
織
だ
」
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
他
方
パ
キ
ス

タ
ン
側
は
、「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
反
政
府
テ
ロ

は
統
治
能
力
の
欠
如
な
ど
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府

の
無
能
力
を
原
因
と
す
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
と
は
無

関
係
だ
」
と
主
張
す
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
は
ま
た
、

Ｆ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
中
で
特
に
戦
闘
的
な
南
北
ワ
ジ
ー
リ

ス
タ
ー
ン
自
治
区
（W

aziristan A
gency

）
に
お

い
て
二
○
○
二
年
六
月
か
ら
国
軍
が
「
テ
ロ
リ
ス

ト
勢
力
」
の
掃
討
作
戦
を
行
っ
て
き
た
こ
と
な
ど

を
自
国
の
テ
ロ
撲
滅
努
力
を
明
示
す
る
も
の
と
し

て
い
る
。

以
上
の
こ
と
と
共
に
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
現

象
が
あ
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
い
て
二
○
○

一
年
一
一
月
の
タ
ー
リ
バ
ー
ン
政
権
崩
壊
後
、
ア

メ
リ
カ
に
よ
る
「
民
主
主
義
」
移
植
政
策
と
共
に

タ
ー
リ
バ
ー
ン
残
存
勢
力
掃
討
作
戦
が
続
行
さ
れ

る
中
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
の
復
興
活
動
が
進
ん
で
い

た
。
二
○
○
六
年
三
月
に
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統

領
の
来
訪
に
合
わ
せ
て
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
最
高
指

導
者
で
あ
る
オ
マ
ル
（O

m
ar

）
師
が
徹
底
抗
戦

を
呼
び
か
け
た
。
五
月
以
降
は
タ
ー
リ
バ
ー
ン
の

本
拠
地
で
あ
る
南
部
の
カ
ン
ダ
ハ
ー
ル
（K

anda-

har

）
や
東
部
の
ジ
ャ
ラ
ー
ラ
ー
バ
ー
ド
（Jalal- 

abad

）
な
ど
で
政
府
庁
舎
や
外
国
企
業
な
ど
に
対

す
る
タ
ー
リ
バ
ー
ン
の
激
し
い
攻
撃
が
続
い
て
い

る
。
タ
ー
リ
バ
ー
ン
残
存
勢
力
が
新
旧
各
種
同
調

者
た
ち
と
「
ネ
オ
・
タ
ー
リ
バ
ー
ン
」
と
し
て
再
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浮
上
し
て
き
た
現
象
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
「
タ

ー
リ
バ
ー
ン
化
」（Talibanization

）
と
表
現
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。そ
も
そ
も
「
タ
ー
リ
バ
ー
ン
化
」

と
は
一
九
九
四
年
の
タ
ー
リ
バ
ー
ン
出
現
以
降
、

パ
キ
ス
タ
ン
に
お
い
て
タ
ー
リ
バ
ー
ン
の
思
想
・

行
動
の
影
響
を
受
け
る
者
が
増
加
し
て
い
っ
た
こ

と
を
指
し
て
い
た
。
し
か
し
、「
ネ
オ
・
タ
ー
リ

バ
ー
ン
」
出
現
後
に
問
題
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た

「
新
た
な
タ
ー
リ
バ
ー
ン
化
」
と
は
、
旧
来
の
タ

ー
リ
バ
ー
ン
か
ら
変
化
し
た
タ
ー
リ
バ
ー
ン
が
デ

ュ
ア
ラ
ン
ド
線
の
両
側
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
お
よ

び
対
米
協
調
勢
力
・
国
家
に
対
し
て
「
テ
ロ
」
を

含
む
敵
対
的
な
言
動
を
と
る
こ
と
を
指
す
。

こ
の
よ
う
な
「
ネ
オ･
タ
ー
リ
バ
ー
ン
」
に
関

す
る
様
々
な
情
報
に
は
信
憑
性
に
欠
け
る
も
の
も

多
い
。
た
だ
次
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
タ
ー
リ

バ
ー
ン
の
動
き
に
新
た
な
事
象
が
観
察
さ
れ
る
の

は
確
か
で
あ
る
。
従
来
の
タ
ー
リ
バ
ー
ン
は
自
爆

テ
ロ
を
行
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、「
ネ
オ･
タ

ー
リ
バ
ー
ン
」
は
頻
繁
な
自
爆
テ
ロ
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
従
来
の
タ
ー
リ
バ
ー
ン
と
は
戦
術
面

で
の
大
き
な
変
化
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
単
な

る
戦
術
の
問
題
に
留
ま
ら
ず
、
宗
教
的
信
念
に
も

関
連
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。「
ネ
オ
・
タ

ー
リ
バ
ー
ン
」
の
最
高
指
導
者
は
従
来
の
タ
ー
リ

バ
ー
ン
と
同
じ
く
オ
マ
ル
師
だ
が
、「
ネ
オ
・
タ

ー
リ
バ
ー
ン｣

の
場
合
、
あ
る
モ
ニ
タ
ー
が
伝
え

る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
そ
の
宗
教
組
織
・
活

動
が
以
前
よ
り
増
強
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
他
の
情
報
も
合
わ
せ
見
る
と
、「
ネ
オ
・
タ

ー
リ
バ
ー
ン
」
の
活
動
は
理
論
化
さ
れ
た
「
宗
教

フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
言
い
得
る
の
か
も
知
れ
ず
、
今

後
更
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

●
パ
キ
ス
タ
ン
の
三
重
の
ジ
レ
ン
マ

先
述
の
よ
う
に
「
ネ
オ
・
タ
ー
リ
バ
ー
ン
」
現

象
が
増
大
す
る
状
況
下
の
二
○
○
六
年
九
月
、
パ

キ
ス
タ
ン
政
府
・
軍
は
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ａ
ワ
ズ
ィ
ー
リ
ス

タ
ー
ン
自
治
区
の
武
力
勢
力
と
の
間
で
和
平
協
定

を
結
ん
だ
。
同
協
定
は
、
武
装
勢
力
は
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
へ
の
越
境
攻
撃
を
停
止
し
、
連
邦
政
府
は

武
装
勢
力
に
対
す
る
掃
討
作
戦
を
停
止
す
る
旨
を

定
め
た
。
し
か
し
現
実
に
は
、
協
定
後
の
武
装
勢

力
支
配
地
域
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
「
越
境

テ
ロ
」
が
再
開
さ
れ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
が

「
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
の
タ
ー
リ
バ
ー
ン
支
援
」
を

再
び
非
難
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

こ
の
「
和
平
協
定
」
に
先
立
つ
二
○
○
六
年
三

月
頃
、
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
は
「
越
境
テ
ロ
を
阻
止

す
る
た
め
に
」
両
国
国
境
を
有
刺
鉄
線
柵
で
封
鎖

し
、
そ
れ
に
沿
っ
て
地
雷
を
敷
設
す
る
と
い
う
案

を
打
ち
出
し
た
。
し
か
し
両
国
国
境
は
峻
険
な
山

岳
地
帯
に
位
置
し
、
延
長
二
六
○
○
キ
ロ
（
一
六

○
○
マ
イ
ル
）
前
後
に
も
な
り
、
そ
の
最
高
位
置

は
海
抜
三
○
○
○
メ
ー
ト
ル
に
近
い
た
め
、
鉄
柵

・
地
雷
の
敷
設
可
能
地
は
わ
ず
か
の
所
に
限
ら
れ

る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
は
、
こ
の
パ
キ
ス
タ

ン
政
府
案
を
デ
ュ
ア
ラ
ン
ド
線
と
い
う
「
国
境
」

の
固
定
化
の
た
め
の
「
提
案
」
だ
と
批
判
す
る
。

パ
キ
ス
タ
ン
軍
・
政
府
と
し
て
は
国
家
保
全
の
た

め
に
「
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ニ
ス
タ
ー
ン
」
と
い
う
国

内
・
国
際
問
題
を
悪
化
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、

デ
ュ
ア
ラ
ン
ド
線
を
「
国
境
」
と
し
て
永
久
化
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

戦
略
は
同
時
に
イ
ン
ド
に
対
抗
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
を
パ
キ
ス
タ
ン
の
影
響
下
に
留
め
置
く
こ
と

を
ほ
ぼ
不
可
能
に
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ジ
レ
ン
マ
だ
け
で
な
く
パ
キ
ス
タ
ン
は
今
、

次
の
ジ
レ
ン
マ
に
も
直
面
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ

の
新
ユ
ー
ラ
シ
ア
戦
略
の
影
響
に
よ
っ
て
現
在
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
イ
ン
ド
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

が
拡
張
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
パ
キ
ス

タ
ン
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
自
ら
の
国
益

の
た
め
に
、
反
イ
ン
ド
勢
力
と
し
て
の
「
ネ
オ
・

タ
ー
リ
バ
ー
ン
」
を
取
り
込
も
う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
二
○
○
三
年
か
ら
の
印
パ
関
係
改
善
路
線

と
相
容
れ
な
い
、
と
い
う
第
二
の
ジ
レ
ン
マ
に
な

る
。「
ネ
オ
・
タ
ー
リ
バ
ー
ン
」
の
取
り
込
み
は

ま
た
、
パ
キ
ス
タ
ン
国
内
の
親
タ
ー
リ
バ
ー
ン
勢

力
と
一
般
国
民
と
の
間
の
対
立
を
増
幅
さ
せ
る
可

能
性
が
あ
る
。
か
く
し
て
現
在
の
パ
キ
ス
タ
ン
は

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
絡
み
で
三
重
の
ジ
レ
ン
マ
に
苦

悩
し
て
い
る
。
そ
う
遠
く
な
い
将
来
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
と
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
関
係
が
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
を
巡
る
南
西
ア
ジ
ア
諸
国
の
動
静
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

（ 

ふ
か
ま
ち　

ひ
ろ
き
／
桜
美
林
大
学
国
際
学

部
非
常
勤
講
師
）
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